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先週はＦＯＭＣと日銀金融政策決定会合の２つの重要な金融政策を決めるイベントがあったため週

の前半はじわじわと円高が進行しましたがＦＯＭＣで０．５％の利下げを決定した後は、円安に動い

て相場は終わっています。 

パウエル・ＦＲＢ議長が利下げを急がないと発言したことや植田・日銀総裁が時間はあるというよう

な発言をしたことで、じっくりと状況を見極めながら金融政策を決めていくというメッセージを送

ったことで、早急な利下げや利上げを想定した円高ドル安の動きにストップがかかりました。 

方向性としては、今後も米国は利下げを継続し、日銀も今回は利上げを見送りましたが年内か年明

けくらいに利上げをするという予想も多く、円高ドル安が進みやすい状況は継続です。 

ということで、円安がここから大きく進むことは考えにくいと思います。 

ＦＯＭＣ直前に０．５％の利下げになるという予想が急激に増え、円を買う動きが加速し、一瞬１３９

円台まで下げたのですがＦＯＭＣ発表後に円安方向に相場が動き出したことで、円高に賭けて円を

買っていた投機筋が慌てて円を売ってきたのだと思います。 

そのため大幅利下げなのに、結果的には円安が進むという結果になってしまったのでしょう。 

この動きだけ見ると円安、株高のバラ色の相場になるような気分になりますが、冷静にファンダメ

ンタルを考えると円安の動きはあまり長くは続かないと思います。 

株価については、米国株が強い動きを維持できるかどうかがポイントです。 

ＮＹダウは史上最高値更新となりましたがナスダックは史上最高値更新とはなっていません。 

ＦＲＢが早めに大幅利下げに踏み切ったことで、ソフトランディングになるという予想が多いですが

景気後退を心配する声も根強く、今後の動きについてはあまりに楽観的に考えるのも危険です。 

金融政策の大きなイベントはしばらくありませんが、この後は政治イベントが日米ともに続くため政

治関連のニュースにも注目していきたいです。 

また、ヒズボラとイスラエルの関係がポケベル爆破事件で悪化してきているため中東情勢が再び緊

迫しています。 

 

 

● テクニカルで見た重要ポイントは？ 

 

＜ドル／円＞ 

 

先週のドル／円は週初めに１３９円台半ばまで下げました。 

しかし、ＦＯＭＣの政策金利発表後に１４０円台まで下げた後は急速に戻し、先週末には１４４．５円の

高値をつけ、１４３．９円あたりでマーケットは終わっています。 



 

 

１４４円台を回復したことで、円高リスクは少しおさまっています。 

１４４．５円を再び超えてくれば１４５円が視野に入ってきます。 

ここも超えれば１４７円あたりが視野に入ってきますが、１４５円を超えることができずに反落する

と再び円高トライの動きが出る可能性があります。 

材料難から１４０－１４５円程度のレンジ相場になる可能性もあります。 

下値が１４２円あたりを維持できれば円高リスクはだんだん落ち着いてくるかもしれません。 

７月の１６１円台の高値から２２円程度円高が進んだので、株価が暴落するなどリスク回避的な動き

がでなければ１３９円割れを試すような円高の動きはしばらくないかもしれません。 

 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円の多くのペアも先週初めの安値を底に上昇に転じ、週足も陽線となっています。 

８月初めの安値と先週初めにつけた安値が二番底のような形をチャートで描く可能性がでてきまし

た。９月初めにつけた高値（ユーロやランドは８月高値）を超えてくれば上昇期待が高まります。 

米国株や日本株が順調に上昇していけば、追い風になりそうです。 

逆に、前回高値を超えることができなかった場合は、レンジ相場のようにしばらく停滞した動きが

続く可能性もあります。 

 

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

 

＜今週のファンダメンタル？＞ 

 

日本では日銀・金融政策決定会合議事要旨、９月東京都区部消費者物価指数などがあります。 

米国では９月製造業・サービス部門・総合ＰＭＩ（速報値）、７月ケース・シラー米住宅価格指数、９月

消費者信頼感指数、９月リッチモンド連銀製造業指数、８月新築住宅販売件数、４－６月期ＧＤＰ（確

定値）、８月耐久財受注、前週分新規失業保険申請件数、パウエル・ＦＲＢ議長発言、８月住宅販売保

留指数、８月個人消費支出（ＰＣＥデフレーター）、９月ミシガン大学消費者信頼感指数などが発表さ

れます。 

欧州ではユーロ圏とドイツで９月製造業・サービス業ＰＭＩ（速報値）、ユーロ圏でラガルド・ＥＣＢ総裁

発言、ドイツで９月ＩＦＯ企業景況感指数などがあります。 

ほかには、オーストラリアとスイスで政策金利、オーストラリアで８月消費者物価指数、カナダで７月

ＧＤＰの発表などがあります 


